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■今後の業務改善に向けた考え方

　和室やトレーニング室など充実した施設、ヨガ教室や自立生活体操など魅力的な自主事業を展開し
ているが、施設設備、事業内容などの情報発信不足をモニター会議で確認したため、施設設備情報や
自主事業内容など施設に関する基本的な情報発信を市広報誌に掲載するなど定期的に取り組んでい
きたい。
　また、施設の安全な利用に関して、見回り点検を常時徹底するとともに、利用者からの意見を今以上
に聴取しやすい体制を整え、引き続き、運営者と市が連携して事故防止に取り組んでいきたい。

指定管理者

モニタリングの実
施方針・方法等

　毎月、業務報告書の提出をうけ、モニタリングを行った。
　また、指定管理者による適切かつ確実なサービスが確保されているかの確認を、指定
管理者制度運用指針のチェックシートに基づき実施し、施設管理運営評価モニター会
議にも意見、評価を求めた。

担当課
（問い合わせ先） 　商工観光スポーツランド推進課　商工係

■モニタリングの総合コメント

　アクティブセンターの管理運営については、市民相互の交流促進等、設置目的に応じた自主事業を
実施するなど適正に行われている。また、連絡調整会議を通して、市と指定管理者との連携強化を図っ
ている。
　平成30年度の施設利用者数は18,111名で、前年比288名増であった（平成29年度：17,823名）。しかし
利用者件数は2,185件で、前年比436減であることから、大人数での団体利用が多く、少人数での個人
利用が減少している傾向が見られる（平成29年度：2,621件）。近年の高齢化の影響は大きいが、効果的
なＰＲや広報活動を工夫し新たな利用者が増えることを期待したい。
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■基本的な考え方（施設の性格・目的との合致、市民の平等な利用の確保、施設の効用発揮）

■団体の経営状態

　経営の健全性

　経営面における借入や損失はなく、運営業務に関しては指定管理委託料内で計画的な執行がなされ
ており、自主事業に関してもさまざまな取り組みがなされていた。

　
　事故・事件等は特に発生していない。経年劣化による施設老朽化に伴う施設修繕箇所に関する行政
への報告も迅速に行われている。また、年に１回の防災訓練については、近隣の公共施設と連携を図り
実施している（平成31年３月13日）。

　・社会性（環境等への配慮）

　施設外周の草刈りや施設内の清掃を外部委託して行っており、利用者が快適に施設を使用できる環
境づくりに努めている。

■事業収支

　経済性

　団体の性格から、収入は指定管理委託料が主であり、指定管理委託料内での運営となっている。平
成30年度の収支は、収入の9,900,012円に対し、支出が9,662,717円となっている。なお、差額の
237,295円については、指定管理者制度運用指針に基づき、指定管理者から余剰金返納の申し出によ
り市に返還している。

　自主事業として、６事業に取り組みほぼ計画通り開催している。新たに「ビジネスマナー・電話対応講
座」を開催し、市内労働者等の技能向上の場となっている。また、年間延1,574人が受講する事業もあ
り、市民のニーズにあった取り組みを行っており市民相互の交流の場として機能している。

　・責任性・実効性（施設の運営体制や組織）

　基本協定書に基づき、適正な管理運営が行われている。物的施設としても日々維持管理できており、
連絡調整会議等において市と指定管理者間の意思疎通も十分なされている。

　・明瞭性・規律性（適正な事務や経理）

　毎月の利用状況報告、決算報告、自主事業報告については適正に報告されている。

　・安全性（安全管理、緊急時等の対応）

　合目的性・公平性・効果性

　施設の設置目的を理解し、施設目的に沿った利用がなされている。また、自主事業においても施設目
的に沿った内容、市民が利用しやすい取り組みが行われており、勤労者の健康増進や交流の場として
の機能を果たしている。

■業務内容
　・機能性・独創性（事業への具体的な取り組み方）


